乳幼児期の「笑い」の発達過程 ：エピソード分類による手法を用いた検討 by 村上 太郎
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表１．各年齢におけるエピソード分類の結果
延べエピソード数
41 (28%)▲ 10 (7%) 4 (4%) ▽ 1 (1%) ▽ 1 (2%) 0 (0%) ▽ 1 (4%)
12 (8%) ▽ 33 (24%) ▲ 16 (17%) 11 (11%) 4 (9%) 4 (11%) 5 (19%)
54 (36%)▲ 25 (18%) 12 (13%) 6 (6%) ▽ 5 (11%) 2 (6%) ▽ 3 (11%)
27 (18%)▽ 54 (39%) ▽ 53 (55%) 73 (74%) ▲ 34 (76%) ▲ 25 (69%) ▲ 16 (59%) ▲
５．その他 15 (10%) 15 (11%) 11 (11%) 8 (8%) 1 (2%) 5 (14%) 2 (7%)
※括弧内は、各年齢の延べエピソード数に対する該当エピソード数の割合。
　また、χ2検定の結果として、▲：有意に多い、▽：有意に少ない (p  < .05) を示す。






























1) 共同注意的コミュニケーション（他児・他者との遊び） 13 (48%) 17 (31%) 9 (17%) 18 (25%) 11 (32%) 8 (32%) 3 (19%)
2) 提示・見せびらかし 0 (0%) 2 (4%) 7 (13%) 11 (15%) 2 (6%) 5 (20%) 2 (13%)
3) マネ・フリ・ごっこ遊び 0 (0%) 6 (11%) 4 (8%) 5 (7%) 1 (3%) 0 (0%) 1 (6%)
4) 照れ笑い 0 (0%) 0 (0%) 1 (2%) 1 (1%) 2 (6%) 0 (0%) 0 (0%)
5) おどけ 5 (19%) 13 (24%) 4 (8%) 10 (14%) 3 (9%) 1 (4%) 2 (13%)
6) 他者から笑われて笑う 0 (0%) 1 (2%) 1 (2%) 0 (0%) 1 (3%) 0 (0%) 0 (0%)
7) 変さ（不整合）に対して笑う 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 1 (3%) 2 (8%) 0 (0%)
8) カメラを見て笑顔を示す 9 (33%) 5 (9%) 2 (4%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%)
9) カメラに対してポーズをとる 0 (0%) 10 (19%) 25 (47%) 28 (38%) 11 (32%) 7 (28%) 7 (44%)
10) カメラ回避 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 2 (6%) 2 (8%) 1 (6%)
※括弧内は、各年齢の延べエピソード数に対する該当エピソード数の割合。
0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳
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表３．「おどけ」エピソード
0歳 1) カーテンに隠れて遊んでいて、母親が呼んだら顔を出して笑っている(7ヶ月, 女児)
2) 机の下でハイハイしていて、名前を呼ぶと母親のときだけ顔を出して笑う (7ヶ月, 男児)
3) 口で泡をつくるのにハマっており、その行動に対して家族が時々「わぁっ！」
と言うと、それを見て笑う(11ヶ月, 男児)

































5歳 1) 抜けた前歯を見せて～って言ったら、いじわるして笑顔で隠した(5歳, 男児)












































れていることが示唆された。これらの行動は幼児の「道化的な行動」（Reddy, 2008; 雨宮, 
2016）として捉えることができる。道化的な行動について、赤ちゃんは、はじめはこれら
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Abstract
　This study aimed to investigate the developmental change of “humor” and “smile” 
in social interaction during childhood. Specially, this study focused on when do 
children express a smile and humor to make other laugh intentionally. Moreover, 
this study also aimed to establish a methodology that focuses on the development 
of expression of the smile and the humor. 588 smile episodes were collected and 
categorized the humor action of 0- to 6-year-olds. The results showed a developmental 
change that children become to smile or laugh at social interaction with age. And 
the analysis of humor action suggested that children begin to product humor action 
around two-year-olds.
